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伊
豆
急
行
な
ど
伊
豆
地
域

を
営
業
エ
リ
ア
と
す
る
交
通

事
業
者
５
社
は
こ
の
ほ
ど
、

伊
豆
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
交

通
連
絡
協
議
会
を
設
立
、
訪

日
外
客
の
取
り
込
み
を
本
格

化
さ
せ
る
。
富
士
山
静
岡
空

港
の
開
港
で
同
エ
リ
ア
を
訪

れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
増
え

る
と
判
断
、
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
し
た
。

参
加
し
た
の
は
伊
豆
急
行

の
ほ
か
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
、

伊
豆
箱
根
バ
ス
、
エ
ス
パ
ル

ス
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー
、
東

海
自
動
車
。
協
議
会
会
長
に

は
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー
の
住

井
直
道
常
務
が
就
任
し
た
。

今
年
度
は
ま
ず
、
伊
豆
ド

リ
ー
ム
パ
ス
の
販
売
促
進
に

努
め
る
。
同
パ
ス
は
伊
豆
急

行
と
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー
、

東
海
自
動
車
が
連
携
し
、
昨

年
１１
月
１
日
か
ら
発
売
。
駿

河
湾
フ
ェ
リ
ー
（
清
水
港
〜

土
肥
港
間
）
の
片
道
に
乗
船

で
き
る
ほ
か
、
東
海
バ
ス
、

伊
豆
急
行
線
に
つ
い
て
は
指

定
区
間
が
乗
り
降
り
自
由
と

な
っ
て
い
る
。

料
金
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

異
な
り
、
大
人
の
場
合
、
５

８
９
０
円
と
６
５
０
０
円
の

２
種
類
。
「
発
売
以
来
、
約

５
０
０
枚
の
販
売
実
績
」
と

幹
事
会
社
の
東
海
自
動
車
担

当
者
。

今
回
、
新
た
に
２
社
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
同
パ
ス
の

内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た

英
語
や
中
国
語
な
ど
の
外
客

向
け
の
パ
ス
も
作
っ
て
お

り
、
海
外
の
旅
行
会
社
な
ど

に
配
布
し
て
い
る
。
「
海
外

で
開
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
や
商
談
会
へ
も
積
極
的
に

参
加
し
、
宣
伝
活
動
を
通
じ

て
パ
ス
の
認
知
度
を
高
め
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

て
い
る
。

【
内
井
高
弘
】

「
メ
ー
ン
銀
行
か
ら
後
継
者

だ
け
で
面
談
し
た
い
と
い
う
依

頼
を
受
け
た
。
社
長
で
あ
る
私

に
同
席
を
求
め
て
こ
な
い
の
は

銀
行
に
ど
ん
な
意
図
が
あ
る
の

か
」
。
最
近
、
偶
然
に
も
よ
く

受
け
る
質
問
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
銀
行

が
同
席
を
求
め
な
い
理
由
は
異

な
る
。
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
を
ご

紹
介
し
よ
う
。

会
社
の
業
績
が
普
通
か
良
い

場
合
に
は
、
後
継
者
の
能
力
や

考
え
を
知
る
と
い
う
理
由
が
多

い
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
み
な
ら

ず
、
中
堅
中
小
企
業
は
社
長
を

は
じ
め
と
す
る
経
営
陣
の
手
腕

に
依
存
す
る
。
経
営
者
と
し
て

適
性
が
な
い
者
が
社
長
に
な
る

と
事
業
基
盤
が
損
な
わ
れ
、
借

入
金
の
返
済
が
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
高
ま
る
と
銀
行
は
心

配
す
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
後
継
者
が
若
か
っ
た

り
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
の
経
験

が
浅
か
っ
た
り
す
る
場
合
に

は
、
直
接
話
を
聞
き
た
い
と
い

う
依
頼
が
あ
る
。
な
ぜ
社
長
が

同
席
を
求
め
ら
れ
な
い
の
か
首

を
か
し
げ
る
方
も
い
る
だ
ろ

う
。
実
際
に
は
、
立
派
な
社
長

を
父
、
上
司
に
持
つ
後
継
者
ほ

ど
あ
ま
り
発
言
し
な
い
も
の
で

あ
る
。
じ
っ
く
り
と
後
継
者
の

話
を
聞
き
た
い
の
で
あ
る
。

業
況
が
悪
い
場
合
に
は
、
経

営
陣
の
刷
新
を
期
待
し
て
い
る

と
い
う
理
由
が
多
い
。
経
営
陣

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
会
社
が
変

わ
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
借
入
金
カ
ッ
ト
な
ど
の
金

融
支
援
を
受
け
る
際
に
よ
く
使

わ
れ
る
手
法
と
し
て
「
第
二
会

社
方
式
」
が
あ
る
。

後
継
者
が
設
立
し
た
新
会
社

に
旅
館
・
ホ
テ
ル
事
業
を
承
継

し
、
旧
会
社
を
特
別
清
算
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
な
債

務
免
除
を
受
け
る
も
の
で
あ
る

（
実
際
に
は
様
々
な
手
法
が
あ

る
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
中
小

企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
第
二
会
社
方
式
」
と
検
索
す

れ
ば
よ
り
詳
し
い
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
）。

こ
の
手
法
は
金
融
支
援
を
受

け
る
条
件
と
し
て
、経
営
責
任
、

株
主
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
ル

ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に

は
会
長
や
相
談
役
と
い
う
ポ
ス

ト
で
影
響
を
持
ち
続
け
る
場
合

も
あ
る
が
、
銀
行
は
必
ず
し
も

快
く
思
っ
て
は
い
な
い
。
経
験

の
浅
い
後
継
者
に
一
任
す
る
の

は
親
心
と
し
て
心
配
で
仕
方
が

な
い
と
思
う
だ
ろ
う
が
、
次
世

代
経
営
者
に
会
社
の
将
来
を
託

す
こ
と
が
長
期
的
な
発
展
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
副
部

長
）

中中国国かかららのの集集客客支支援援伊
豆
地
域
に
外
客
誘
致

伊
豆
急
行
ら
５
社

空
港
開
港
に
ら
み

ネットフロンティア 宿泊業、地域向けにサービス
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
会

社
の
ネ
ッ
ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

は
（
東
京
都
新
宿
区
、
小
林

一
弘
会
長
）
は
１
日
、
訪
日

中
国
人
旅
行
客
の
集
客
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
旅
館

・
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
観

光
地
な
ど
に
中
国
人
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
誘
客
す
る
。

同
社
の
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
が
中
国
の
旅
行
会
社
を

直
接
訪
問
し
て
情
報
を
提

供
。
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
に
組

み
込
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

働
き
か
け
る
。
ま
た
中
国
の

主
要
メ
デ
ィ
ア
に
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
等
を
流
し
、
記
事
掲

載
を
促
す
ほ
か
、
百
度
（
Ｂ

ａ
ｉ
ｄ
ｕ
）
な
ど
中
国
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
を

中
心
に
広
告
出
稿
を
行
い
、

認
知
度
向
上
を
図
る
。

同
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
会
社
だ
が
、
「
中
国
の

旅
行
会
社
に
優
先
的
に
送
客

し
て
も
ら
う
に
は
、
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
不
可

欠
」（
小
林
会
長
）
と
判
断
。

訪
日
個
人
査
証
の
解
禁
で

「
従
来
の
団
体
旅
行
で
は
、

エ
リ
ア
や
時
間
の
制
限
か
ら

集
客
が
困
難
だ
っ
た
店
舗
、

施
設
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
到
来

し
た
」（
同
会
長
）
と
考
え
、

広
告
会
社
の
枠
を
超
え
た
、

中
国
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

中
国
旅
行
会
社
へ
の
訪
問

Ｐ
Ｒ
は
北
京
で
開
始
。
同
社

の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
で
あ
る

北
京
金
友
国
際
旅
行
社
の
担

当
者
が
、
中
国
国
際
旅
行
社

（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
、
中
国
康
輝

旅
行
社
、
港
中
旅
国
際
旅
行

社
な
ど
年
間
１
万
人
以
上
の

訪
日
旅
行
を
扱
っ
て
い
る
大

手
旅
行
社
に
対
し
て
営
業
代

行
を
行
う
。
担
当
者
は
Ａ
Ｎ

Ａ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
の
勤
務
経
験

が
あ
る
中
国
人
。
ネ
ッ
ト
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
本
社
に
も
Ｊ
Ｔ

Ｂ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー

業
務
経
験
が
あ
る
中
国
人
担

当
者
を
配
置
し
た
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
、
ｓ

ｉ
ｎ
ａ
�ｃ
ｏ
ｎ
�ｃ
ｎ
、
Ｃ

ｈ
ｉ
ｎ
ａ
Ｈ
Ｒ
�ｃ
ｏ
ｍ
の

メ
デ
ィ
ア
な
ど
中
国
の
ニ
ュ

ー
ス
サ
イ
ト
を
中
心
に
配
信

す
る
。

ま
た
、
同
社
と
同
社
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
が
過
去
に
直
接

名
刺
交
換
を
し
た
中
国
内
の

旅
行
会
社
３
０
４
社
、
新
聞

社
・
旅
行
雑
誌
社
・
テ
レ
ビ

局
・
旅
行
サ
イ
ト
管
理
者
な

ど
メ
デ
ィ
ア
８７
社
、
各
地
旅

遊
局
な
ど
の
政
府
機
関
１
２

７
機
構
に
所
属
す
る
合
計
４

６
８
０
人
に
対
し
て
電
子
メ

ー
ル
で
情
報
を
流
す
。

新
潟
県
は
こ
の
ほ
ど
、
県

観
光
地
満
足
度
調
査
検
討
委

員
会
（
委
員
長
・
古
賀
学
松

蔭
大
観
光
文
化
学
部
教
授
）

を
発
足
し
た
。
１
月
施
行
の

「
県
観
光
立
県
推
進
条
例
」

に
盛
り
込
ま
れ
た
「
観
光
旅

行
者
の
満
足
度
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
」
を
具
体
化
す

る
た
め
、
調
査
手
法
や
結
果

の
分
析
、
公
表
の
仕
方
な
ど

を
検
討
す
る
。
県
自
ら
観
光

地
の
評
価
を
行
う
こ
と
は
珍

し
く
、
検
討
委
の
議
論
が
注

目
さ
れ
る
。

初
会
合
で
は
調
査
の
趣
旨

や
手
法
な
ど
を
議
論
し
た
。

県
は
こ
の
中
で
、
「
今
年
度

は
試
行
と
し
て
、
温
泉
地
の

満
足
度
調
査
を
行
う
」
方
針

を
示
し
、
調
査
対
象
を
瀬
波

や
月
岡
、
岩
室
な
ど
２５
温
泉

地
の
う
ち
、
従
業
員
が
１０
人

以
上
い
る
宿
泊
施
設
と
す
る

考
え
を
明
ら
か
に
し
、
委
員

に
投
げ
か
け
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
１０
月

と
来
年
１
月
を
予
定
。
今
後

は
調
査
を
委
託
す
る
業
者
の

選
定
、
調
査
項
目
な
ど
を
詰

め
る
。
次
回
検
討
委
は
７
月

中
に
開
か
れ
、
調
査
内
容
や

方
法
な
ど
を
議
論
す
る
。

古
賀
氏
以
外
の
メ
ン
バ
ー

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

高
橋
正
・
県
観
光
協
会
会

長
▽
野
澤
幸
司
・
県
旅
館
生

活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
▽

神
保
裕
昭
・
日
本
旅
行
業
協

会
新
潟
地
区
会
会
長
▽
山
崎

ま
ゆ
み
・
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
▽
柳
原
拓
治
・
北
陸
信
越

運
輸
局
企
画
観
光
部
長

観
光
地
の
満
足
度
調
査
へ

新
潟
県

検
討
委
員
会
を
設
置

〈１３〉

日
本
商
工
会
議
所
は
２

日
、
東
大
阪
市
の
東
大
阪
商

工
会
議
所
の
で「�
新
現
場
主

義
セ
ミ
ナ
ー
�
産
業
観
光
を

ど
う
動
か
す
か
」を
開
い
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
・
東
大
阪
」
を

開
催
地
と
し
て
、
各
地
商
工

会
議
所
の
取
り
組
み
事
例
を

中
心
に
、
地
域
文
化
財
、
生

産
現
場
、
産
業
製
品
な
ど
を

観
光
資
源
と
す
る
「
産
業
観

光
」
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
コ

ー
ス
作
り
や
地
域
の
受
け
入

れ
態
勢
な
ど
に
つ
い
て
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

須
田
寛
・
日
商
観
光
専
門

委
員
長
が
「
産
業
観
光
と
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
。
須
田
氏
は
、
「
日

本
の
観
光
は
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
お
ら
ず
、
観
光

資
源
の
見
直
し
が
必
要
。
も

の
づ
く
り
と
い
う
角
度
か
ら

見
直
し
た
産
業
観
光
を
新
た

な
テ
ー
マ
別
の
観
光
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
」と
し
、「
産

業
は
ま
ち
に
息
づ
い
て
お

り
、
産
業
観
光
は
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
に
な
る
」
と
続

け
た
。
地
域
の
産
業
観
光
推

進
に
つ
い
て
は
「
収
益
や
リ

ス
ク
を
プ
ー
ル
す
る
実
行
委

員
会
な
ど
の
仕
組
み
作
り
と

市
民
全
体
の
協
力
が
必
要
」

と
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
神
戸
直
樹
・
東

大
阪
商
工
会
議
所
中
小
企
業

相
談
所
所
長
代
理
が
「
東
大

阪
商
工
会
議
所
に
お
け
る
産

業
観
光
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
紹
介
。
企
業
機
密
の
保

護
、
管
理
、
産
業
観
光
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど

産
業
観
光
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
た
。

受
け
入
れ
事
例
と
し
て
、

地
元
企
業
の
フ
ジ
矢
（
東
大

阪
市
）
の
野
崎
恭
伸
社
長
が

自
社
の
事
例
を
紹
介
。
受
け

入
れ
の
利
点
と
し
て
「
従
業

員
教
育
に
な
る
」、「
ユ
ー
ザ

ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
な
る
」
な
ど
が
あ

る
一
方
、
「
生
産
性
の
悪

化
」
、
「
情
報
や
技
術
の
漏

洩
」
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ

と
を
挙
げ
た
。

そ
の
ほ
か
、
尼
崎
（
兵
庫

県
）
の
「
メ
イ
ド
イ
ン
ア
マ

ガ
サ
キ
ツ
ア
ー
」、
高
梁（
岡

山
県
）
の
「
備
中
高
梁
ま
ち

な
か
産
業
観
光
ツ
ア
ー
」
な

ど
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
に

つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
ら
は
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
６
日
、
東

大
阪
市
内
の
竹
中
製
作
所
や

司
馬
遼
太
郎
記
念
館
な
ど
を

視
察
し
た
。

宿
泊
サ
イ
ト
で

夏
の
キ
ャ
ン
ペ

地
図
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
出
版
の
昭
文
社
は
５
日
、

昨
年
１２
月
に
開
設
し
た
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
「
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ

Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
」
で
、
夏
季
の

宿
泊
予
約
者
向
け
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｌ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
で
泊
ま
っ

て
当
て
る
！
夏
休
み
ワ
ク
ワ

ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
始
め
た
。

７
月
５
日
か
ら
８
月
３１
日

ま
で
の
期
間
に
同
サ
イ
ト
で

予
約
・
宿
泊
し
、
宿
泊
予
約

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
利

用
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
５

０
人
に
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

液
晶
テ
レ
ビ
や
ニ
ン
テ
ン
ド

ー
Ｄ
Ｓ
ｉ
、
Ｗ
ｉ
ｉ
な
ど
の

人
気
ゲ
ー
ム
機
、
ペ
ア
宿
泊

券
な
ど
が
当
た
る
。

Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル

は
会
員
数
１０
万
人
、
登
録
宿

泊
施
設
数
４
５
０
０
軒
。
同

社
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ま
っ
ぷ
る
マ
ガ
ジ
ン
」
の

誌
面
と
の
連
動
が
特
徴
だ
。

具
体
的
に
は
、
誌
面
上
に
各

宿
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
。

携
帯
電
話
を
使
っ
て
宿
泊
プ

ラ
ン
や
空
室
情
報
の
確
認
、

予
約
が
で
き
る
。

仙
台
・
ソ
ウ
ル
便

利
用
促
進
へ

韓
国
観
光
公
社（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）

仙
台
支
社
と
ア
シ
ア
ナ
航
空

仙
台
支
社
は
１
日
、
韓
国
旅

行
の
需
要
喚
起
と
ア
シ
ア
ナ

航
空
の
利
用
促
進
を
ね
ら
う

「
仙
台
・
ソ
ウ
ル
便
搭
乗
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
始
め
た
。

７
月
１
日
〜
９
月
３０
日
の

期
間
中
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
の

仙
台
・
ソ
ウ
ル
便
を
利
用
し

た
全
旅
客
が
対
象
。
往
復
搭

乗
券
の
半
券
を
コ
リ
ア
プ
ラ

ザ
仙
台（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
仙
台
支
社
）

に
備
え
付
け
の
抽
選
箱
に
入

れ
て
応
募
す
る
と
航
空
券
な

ど
の
景
品
が
当
た
る
。

景
品
は
、プ
ラ
チ
ナ
賞（
ア

シ
ア
ナ
航
空
仙
台
発
・
行
き

先
が
選
べ
る
全
世
界
行
き
航

空
券
）
が
ペ
ア
１
組
２
人
、

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
賞
（
同
・
ソ

ウ
ル
行
き
往
復
航
空
券
）
が

ペ
ア
２
組
４
人
、
ゴ
ー
ル
ド

賞
（
韓
国
行
き
２
泊
３
日
ツ

ア
ー
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

利
用
、
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
）
が

３
人
、
シ
ル
バ
ー
賞
（
Ｋ
Ｔ

Ｏ
お
よ
び
ア
シ
ア
ナ
航
空
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
）が
３０
人
。

応
募
期
間
は
１０
月
１５
日
ま

で
。
当
選
者
発
表
は
１０
月
２０

日
。
Ｋ
Ｔ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
発
表
す
る
。

ホ
テ
ル
挙
式
な
ど
で

無
料
宿
泊
を
贈
呈

イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
な
ど
を
運
営
す
る

Ｉ
Ｈ
Ｇ
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
テ
ル
ズ

グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン
は
１
日

か
ら
、
挙
式
や
披
露
宴
の
利

用
金
額
に
合
わ
せ
て
ホ
テ
ル

の
無
料
宿
泊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
い
る
。
９
月
３０
日
ま
で

に
来
館
し
、
来
年
２
月
２８
日

ま
で
に
行
う
挙
式
、
披
露
宴

を
成
約
し
た
人
が
対
象
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
利

用
金
額
５０
万
円
以
上
１
０
０

万
円
未
満
の
場
合
、
８
万
�

を
付
与
。
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
は
２
泊
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
か

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
３
泊

の
無
料
宿
泊
と
交
換
す
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
東
京
、
ヨ
コ
ハ
マ

グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
な
ど
全
国

１５
軒
の
対
象
ホ
テ
ル
の
窓
口

か
ら
予
約
す
る
。

２
日
に
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

産
業
観
光
の
振
興
探
る
日

商

が

セ
ミ
ナ
ー

「後継者だけで面談を」の意味

外
客
宿
泊
数
２５
％
減
に

１
〜
３
月

増
加
は
７
県
の
み

観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
２

０
０
９
年
１
〜
３
月
の
宿
泊

旅
行
統
計
調
査
の
結
果
（
暫

定
値
）
を
ま
と
め
た
。
３
カ

月
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
は
、
前
年
同
期
比
２４
・
８

％
減
の
４
０
６
万
人
泊
と
な

っ
た
。
景
気
後
退
、
円
高
な

ど
で
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
４７

都
道
府
県
中
、
山
形
県
な
ど

７
県
で
は
前
年
同
期
の
実
績

を
上
回
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
従
業
員
数

１０
人
以
上
の
ホ
テ
ル
、旅
館
、

簡
易
宿
所
１
万
３８
軒
。
今
期

の
回
答
率
は
７２
・
５
％
だ
っ

た
。外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
で

前
年
同
期
を
上
回
っ
た
７
県

の
う
ち
、
山
形
県
が
３７
・
３

％
増
の
１
万
６
２
０
０
人
と

伸
び
率
で
は
ト
ッ
プ
。
山
形

県
は
台
湾
の
宿
泊
客
が
外
国

人
全
体
の
６３
％
を
占
め
た
。

１
〜
２
月
に
か
け
て
台
湾
か

ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
９
便
が

運
行
し
た
効
果
な
ど
と
み
ら

れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
石
川
県
が
２３

・
２
％
増
の
２
万
２
８
５
０

人
、
山
梨
県
が
２２
・
９
％
増

の
９
万
６
１
６
０
人
な
ど
だ

っ
た
。

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
が

上
位
の
都
道
府
県
で
は
、
最

多
の
東
京
都
が
２６
・
８
％
減

の
１
３
１
万
３
千
人
泊
、
２

位
の
北
海
道
が
２２
・
９
％
減

の
４７
万
１
千
人
泊
、
３
位
の

大
阪
府
が
２４
・
７
％
減
の
４４

万
３
千
人
泊
と
い
ず
れ
も
２

割
以
上
の
ダ
ウ
ン
だ
っ
た

が
、
４
位
の
千
葉
県
は
１３
・

１
％
増
の
４１
万
人
泊
と
伸
ば

し
た
。

外
国
人
宿
泊
者
の
国
籍
別

で
は
、
韓
国
が
６０
・
３
％
減

の
４７
万
人
泊
と
落
ち
込
み
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
韓
国
人

旅
行
者
の
割
合
が
多
か
っ
た

九
州
各
県
で
は
４
〜
６
割
と

下
げ
幅
が
大
き
い
。

韓
国
の
ほ
か
台
湾
は
３０
・

５
％
減
の
６２
万
２
千
人
泊
、

米
国
は
１７
・
３
％
減
の
４９
万

４
千
人
泊
な
ど
い
ず
れ
も
減

少
。
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
重
点
１２
市

場
で
前
年
同
期
を
上
回
っ
た

の
は
２
カ
国
だ
け
。
中
国
が

１０
・
１
％
増
の
６１
万
３
千
人

泊
、
タ
イ
が
１７
・
２
％
増
の

１０
万
５
千
人
泊
だ
っ
た
。

２００９年１～３月 都道府県別 外国人延べ宿泊者数 ▲＝マイナス

前年同期比
（％）

▲２８．４

▲３５．７

▲１８．９

▲４４．０

▲６４．６

▲３４．２

９．８

▲４４．１

▲６７．５

▲５９．１

▲５７．４

▲５８．５

▲６５．３

▲６１．５

▲２３．５

延べ
宿泊者数

９，９８０

２９，９３０

５，４８０

２，５５０

４，２００

７，８６０

５，５００

８０，０７０

５，１００

５０，９３０

５０，２８０

４６，１８０

１１，６３０

１８，７３０

４６，８９０

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

沖 縄 県

前年同期比
（％）

２３．２

２３．６

２２．９

▲１５．４

▲２７．９

▲２６．６

▲２７．７

▲６．５

▲２５．５

▲１５．７

▲２４．７

▲２６．７

▲４１．１

▲１６．０

▲２３．４

▲４０．１

延べ
宿泊者数

２２，８５０

３，５６０

９６，６１０

５１，８３０

２３，８００

７６，４５０

１５６，３２０

１７，９４０

１９，１８０

１５１，１６０

４４３，１２０

７５，３９０

７，５３０

２４，４７０

２，５６０

１，６００

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和歌山県

鳥 取 県

島 根 県

前年同期比
（％）

▲２２．９

▲１０．０

▲５７．５

▲４３．９

２５．２

３７．３

▲４７．６

▲２０．１

▲４７．６

▲２３．６

▲８．４

１３．１

▲２６．８

▲１０．０

▲６．６

▲３０．０

延べ
宿泊者数

４７０，８００

１０，１６０

８，１６０

１９，８９０

７，６５０

１６，２００

１６，５１０

１２，５４０

１５，７８０

１０，２６０

１７，８３０

４０９，６５０

１，３１３，２９０

１４６，１９０

３２，１７０

５，２４０

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈川県

新 潟 県

富 山 県


